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「量の見込み」について 
 

 

１ 教育・保育の「量の見込み」の補正 

 

 前回会議にて、「教育・保育区域」における、区域ごとの「量の見込み」を算出し、意

向調査に基づく施設の供給体制を示し、現状をお伝えしたところである。 

 １号認定及び２号認定児童（教育ニーズ）の分については、概ねバランスの取れている

状況であったが、２号認定児童（保育ニーズ）、及び３号認定児童については、区域によ

って供給不足が見られた。 

 しかしながら、０歳児の「量の見込み」については、育児休業の取得が反映されていな

いことや、国による新たな算出方法が示されたことから、当市の０歳児の「量の見込み」

を補正するとともに、１，２歳児の量の見込みについても、３歳までの育児休業取得を反

映させ、補正することとする。 

 また、平成２５年度実績数はこれまで認可外保育施設の入所者数が含まれていなかっ

たことから、認可外保育施設の入所者数を加え、この実績数を基に区域ごとに按分数も補

正することとする。 

 

 量の見込み補正方法の流れ 

 

 （１）０歳、１～２歳児の育児休業取得等を考慮した「量の見込み」を算出  →３ページへ 

 

 

 （２）認可外保育施設利用数も含めた実績数で区域ごとの比率を算出  

 

 

（３）（１）の値に（２）の比率を用いて区域ごとの「量の見込み」を算出  

 ※この時、３歳以上児の「量の見込み」は補正していないが、認可以外施設の利用者を含

めることで区域ごとの比率が変わったため、区域ごとの「量の見込み」は補正される。 

 

２ 国の新たな０歳児算出方法について 

 

 国が既に示した手引きによる算出方法による数字（量の見込み）は、「年度初め」の

数字になるが、１歳児～５歳児については、家庭類型の変化による年度途中の入退所が

想定されるものの、年度初めの数字を年間通じた利用者数として設定することは合理的

とするもの（大きく変化はしないため）。 

しかし、０歳児については、年度途中の出生という特別要因により、年度初めと年度

末の入所者数に大きな差があり、年度初めの入所児童数を基に定員を設定することは合

理的ではなく、また給付費（委託費）は、年度初め～年度末の利用児童数を積み上げた

４ページへ 
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ものに対して支給されるものであることから、０歳児については、年間の平均的な数字

を「量の見込み」とすることが合理的だとするものである。 

 

 

○０歳児算出のイメージ 
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※国の資料を参照

※下記の問番号と割合は昨年度実施したニーズ調査に基づくもの

（１）現在の育児休業取得状況の考慮

問３０　育児休業取得割合　６９．４％　・・・①
問３０－２（１）　育児休業からの復帰割合　４６．６％　・・・②

「手引きに基づく算出結果　×　｛（１００％－①）＋①×②｝」が保育を利用

（２）１歳から必ず利用できる事業があれば、１歳になるまで育児休業を取得したい」者の考慮

問３０－４（１）　希望より早く復帰した割合　７４．１％　・・・③
問３０－６（１）　早く復帰した理由が保育所に入るため　２５％　・・・④

「（１）による算出結果　×　（１００％－③×④）」が保育を利用

（３）１年超の育休取得の希望の考慮

問３０－４（１）　育休からの復帰時期が１歳以降である者の割合　１３．７％　・・・⑤

「手引きに基づく算出結果　×　（１００％－⑤）」が保育を利用

（４）年度当初から年度末にかけて段階的に利用者数が増加することを前提に、年間の平均的な利用
　　 者数を算出

（　（１）（２）を勘案した「量の見込み」　＋　（３）を勘案した「量の見込み」）　÷　２

H27 H28 H29 H30 H31
手引きによる算出結果 864 844 824 807 790
（１）による量の見込み 544 531 519 508 497 69.4%
（２）による量の見込み 443 433 423 414 405 74.1%
（３）による量の見込み 746 728 711 696 682 13.7%

（４）による算出結果 595 581 567 555 544

※０歳児の算出方法を参考に育休取得の希望のみを考慮する。

（１） ３年超の育休取得の希望の考慮

問３０－４（１）　育休からの復帰時期が３歳以降である者の割合　１．６％　・・・⑤
（２年６か月より長く取得したものを３歳まで取得するものと仮定）

「手引きに基づく算出結果　×　（１００％－⑤）」が保育を利用

H27 H28 H29 H30 H31
手引きによる算出結果 1,799 1,840 1,798 1,757 1,718

（１）による算出結果 1,770 1,811 1,769 1,729 1,691 1.6%

　０歳児の「量の見込み」の補正

　１，２歳児の「量の見込み」の補正

年度当初に相当

年度末に相当
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保育の量の見込み（前回会議までのもの）

25年度実績 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

０歳 758 864 844 824 807 790 100.0%

１・２歳 1,630 1,799 1,840 1,798 1,757 1,718 100.0%

＜２号認定＞
認定こども園及び保育所

３歳～５歳 2,755 2,617 2,527 2,510 2,494 2,513 100.0%

25年度実績 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

０歳 764 595 581 567 555 544 100.0%

１・２歳 1,716 1,770 1,811 1,769 1,729 1,691 100.0%

＜２号認定＞
認定こども園及び保育所

３歳～５歳 2,860 2,617 2,527 2,510 2,494 2,513 100.0%

25年度実績 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 比率

０歳 597 466 454 444 435 426 78.1%

１・２歳 1,394 1,435 1,468 1,434 1,402 1,371 81.2%

＜２号認定＞
認定こども園及び保育所

３歳～５歳 2,263 2,067 1,997 1,983 1,970 1,985 79.1%

25年度実績 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

０歳 20 15 15 15 14 14 2.6%

１・２歳 52 57 58 57 55 54 3.0%

＜２号認定＞
認定こども園及び保育所

３歳～５歳 101 97 93 93 92 93 3.5%

25年度実績 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

０歳 130 101 99 96 94 92 17.0%

１・２歳 230 237 243 237 232 227 13.4%

＜２号認定＞
認定こども園及び保育所

３歳～５歳 450 411 397 394 392 395 15.7%

25年度実績 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

０歳 17 13 13 12 12 12 2.2%

１・２歳 40 41 42 41 40 39 2.3%

＜２号認定＞
認定こども園及び保育所

３歳～５歳 46 42 40 40 40 40 1.6%

＜３号認定＞
認定こども園及び保育所
　　　＋
地域型保育

市全体

＜３号認定＞
認定こども園及び保育所
　　　＋
地域型保育

０歳、１・２歳の補正。
実績数に認可外保育施設の入所数を加え、比
率を算出し、按分する。

市全体

【石川地区】

＜３号認定＞
認定こども園及び保育所
　　　＋
地域型保育

【Ａブロック】

＜３号認定＞
認定こども園及び保育所
　　　＋
地域型保育

【Ｂブロック】

＜３号認定＞
認定こども園及び保育所
　　　＋
地域型保育

【Ｃブロック】

＜３号認定＞
認定こども園及び保育所
　　　＋
地域型保育


